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日本－フィリピン「水の安全保障」 

研究領域 

2024 年度 年次報告書 

研究課題名（和文） 
フィリピン･ラグナ湖における未規制汚染物質の優先順位付けに基

づく水道水質管理と水生生物保護による水の安全性の強化 

研究課題名（英文） 

Strengthening Water Security and Resilience through 

Prioritization of Emerging Pollutants for Drinking Water and 

Protection of Aquatic Life in Laguna Lake, Philippines 

日本側研究代表者 栗栖 太 

研究期間 2025 年 1 月 1 日～2027 年 12 月 31 日 

１. 日本側の研究実施体制 

 

氏名 所属機関・部署・役職 役割 

栗栖 太 東京大学・大学院工学系研究科・教授 

スクリーニング分析の実施、毒性

情報の収集と比較、日本側研究チ

ームの統括 

中島 典之 東京大学・環境安全研究センター・教授 
毒性データの解析 

春日 郁朗 
東京大学・先端科学技術研究センター・

准教授 

流域レベルの汚濁負荷解析 

飛野 智宏 東京大学・大学院工学系研究科・准教授 
現地調査とデータ解析 
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２. 研究成果の概要 

① 研究構想にかかる成果 

研究テーマ１「汚染物質リストの作成」については、2025 年 2 月訪問時に、比国側の準備状況の確認

を行った。統計データより、比国国内における化学物質のリストと、年間輸出入量についてのデータベー

スを確認した。比国国内における使用量は輸出入量データベースから推定できるとして、Chemspider デ

ータベース等のデータベースにて参照可能な毒性情報と紐づけるための Python コードを作成し、一部

の見本データに対して実施して情報の抽出が行えることを確認した。 

研究テーマ２「スクリーニング分析の実施」では、日本側と比国側チーム合同で、ラグナ湖における予

備調査として採水を実施する地点の確認を行った。過去に比国側チームで採水実績のある地点を中心に、

フィリピン大ロスバニョス校から日帰りでの採水が可能となるよう、予備調査の採水計画を立案した。 

採水は 2025 年 2 月 28 日に行った。採水地点において円滑に採水を行うため、採水を行う前に各採水

地点の地元自治体（Barangay）事務所を訪問し、今後を含めた調査計画を説明することで、すべての地

点において採水への協力を取り付けることができた。現地採水は比国側チームと共同で実施した。採取

された試料は比国側チームの拠点であるフィリピン大学ロスバニョス校に持ち帰り、採水翌日に濾過お

よび固相抽出の前処理を行ったのち、採水の翌々日に日本に持ち帰った。持ち帰った濾過試料を用いて

全有機炭素濃度や窒素、リン濃度など一般水質試験を実施した。一般水質試験の結果、湖水の 3 地点で

は溶存酸素量(DO)は 7.2-9.1 mg/L と、ほぼ飽和溶存酸素量であり、溶存有機炭素(DOC)濃度は約 4 

mg/L であった。電気伝導度等イオン濃度は西側に移るにつれて上昇していることから、西側に行くにつ

れて大きくなってくる人為汚染の影響を受けているものと考えられた。また、流入河川 4 地点について

は、東側 1 地点はあまり人為汚染がみられなかったものの、西側 2 地点は溶存酸素もほぼ検出されず、

嫌気状態となっていた。電気伝導度とともにイオン濃度も高く、人為汚染による負荷が大きいことを示

していた。電気伝導度等から、ラグナ湖水もこれら流入汚濁負荷の影響を大きく受けていることが明ら

かとなり、流入河川においては還元的環境であったものがラグナ湖流入後に酸化的環境となって、有機

物やアンモニアなどが酸化された水質となっている、と考えることができた。 

また、固相抽出カートリッジに保持して持ち帰った試料は、カートリッジからの溶出、濃縮、定容の操

作を行い、液体クロマトグラフ－四重極－飛行時間質量分析計（LC-QToFMS）を用いた分析試料の調製

を行った。 

 

② 国際研究交流の促進にかかる成果 

 フィリピン大学ロスバニョス校環境科学管理学部において、2025 年 2 月 27 日午前に合同ワークショ

ップを開催した。合同ワークショップでは、ラグナ湖の概要、およびラグナ湖集水域における現況の紹

介、また日本側チームからは、微量汚染物質のスクリーニング分析手法についての紹介などを行った。ワ

ークショップには、比国側研究分担者のほか、分担者以外の教員・研究員や、大学院学生の計２５名が参

加し、情報を共有するとともに質疑にて交流を深めることができた。また、2 月 27 日午後には、共同研

究チーム内で、１）採水地点の選定と採水計画、２）対象化学物質の絞り込み、３）ラグナ湖の水質に関

する既往研究、についての議論を行った。1 月にもオンラインにて議論していたものの、対面で行うこと
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できわめて効果的で充実した議論を行うことができた。 

翌日に実施した現地予備調査では、比国側チームは、研究分担者として明記されている研究者以外に

も、若手教職員２名、大学院学生 2 名が参加し、日本側学生 2 名とともに実際に採水と現場測定を行う

ことで、きわめて意義のある交流を行うことができた。さらに採水翌日には、日本側、比国側教員各 2 名

の監督・指導のもと、日本側大学院生 2 名、比国側大学院生 2 名が中心となって試料前処理作業を行っ

た。作業内容について１つ１つ確認しながら、また試料の性状によって処理内容を判断しながら実施す

ることで、両国側の参加者に大きな学びもあった。 

 


